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中小企業のための女性活躍推進ハンドブック 大阪市

深刻な人材不足の到来!
 「本気スイッチ」は生き残りのキーワード
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公的機関の「認証」「認定」「登録」制度
女性が働きやすい職場環境整備・雇用支援のためのサポート情報

　 テーマ別に先進的な10社の取組事例を紹介

　 専門家に聞く
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1985年	 ▶女性差別撤廃条約批准

	 ▶男女雇用機会均等法公布

1990年	 ▶1.57ショック

1991年	 ▶バブル崩壊

1992年	 ▶育児休業法施行

1999年	 ▶改正男女雇用機会均等法施行

	 ▶男女共同参画基本法施行

	 ▶育児・介護休業法施行

2003年	 ▶次世代育成支援対策推進法施行

	 ▶大阪市男女共同参画推進条例施行

2006年	 ▶大阪市男女共同参画基本計画策定

2007年	 ▶ワーク・ライフ・バランス憲章策定

2008年	 ▶リーマンショック

2011年	 ▶東日本大震災発生

	 ▶次世代育成支援対策推進法改正

2014年	 ▶「大阪市女性活躍リーディングカンパニー」
	 　認証事業開始

2015年	 ▶女性活躍推進法施行

	 ▶一億総活躍国民会議開催

2016年	 ▶働き方改革実現会議開催

2020年	 ▶東京オリンピック開催予定

	 ▶男性の育児休業取得率13％（政府目標）

2030年	 ▶人口の1/3近くが65歳以上（政府予測）

女性と労働をめぐる大きな
ターニングポイントに

1989年の合計特殊出生率が1.57
と過去最低を記録したことが発表さ
れ、社会問題となりました

一定規模の企業に「一般事業主行
動計画」の届出義務が発生

少子高齢化は予想を上回る速い
スピードで深刻化しています

非正規社員も例外ではありません。人材不足は業務の
クオリティ低下につながり、業績悪化でますます人材
の採用が難しくなるという悪循環に。ワーク・ライフ・
バランスや女性活躍の推進は、時代の必然なのです。

事実、世界を見渡すと、ワーク・ライフ・バランスを
推進した国では働く女性が増加し、同時に出生率が
上昇しつつあるという結果が出ています。すでにグ
ローバル市場においては、労働環境整備が評価されて
いるといえるでしょう。

2011年には次世代育成支援対策推進法の改正で、
従業員数101～300名の企業にも、一般事業主行動計
画の公表や従業員への周知が義務化されました。も
はや「がんばろう」といった精神論ではなく、具体的な
就業規則の見直しなどで働き方を変えることが必須
となっています。これはハードルではなく社内で取
り組む機運を高めるチャンスであり、中小企業ならで
はの特性をいかすことも可能です。

まず中小企業では制度改革といったトップの意向
が浸透するスピードが速く、推進のキーパーソンとな
る管理職の啓発も進みやすいといえます。またどん
な労働環境整備も、従業員の課題が解決しなければ満
足度アップにつながりません。その点、従業員数が少
なければ一人ひとりの状況を把握しやすく、ヘルプ体
制、情報共有、配置転換、多能工化といった要望や改
革も柔軟に実現できるでしょう。

重要なのは短期でのコスト回収ではなく、中長期ス
パンでのメリットに意識を向けることです。優れた
人材が活躍する要因は、やりがいや賃金だけではあり
ません。気持ちよく働ける会社は定着率が高く、業績
もアップ。職場環境がいいという評判はクチコミやイ
ンターネットで拡散され、人材採用に功を奏します。
労働環境整備の取組にかけた時間や労力が報われる
可能性は、想像以上に高いといえるでしょう。

昨今、学生から企業に、働きやすさに関する認証の
取得について質問が出ることも珍しくありません。大
阪市にも「大阪市女性活躍リーディングカンパニー」認
証事業があります。積極的に活用してみてください。

中小企業の活躍は、社会全体、とくに大阪の大きな
活力源。取組スタートのタイミングは、今です。

深刻な人材不足の到来!
 「本気スイッチ」は
生き残りのキーワード
そもそも中小企業はなぜ今、ワーク・ライフ・バランスや女性活躍に本腰を入れるべきなのでしょうか。
労働環境整備にエネルギーを投じて得られるメリットとは?　
大阪経済法科大学客員教授で、クレオ大阪中央研究室長を務める服部良子さんにお聞きしました。

大阪市では、男女がともに働きやすい職場づくりに取り組む企業を増やすために、「大阪市
女性活躍リーディングカンパニー」認証事業をはじめ、さまざまな事業を進めています。
この冊子では、企業における女性活躍促進に向けて参考となるよう、10社の先進的な取
組を、5つのテーマ、5つのアクションを切り口にクローズアップしています。取組のヒント
や、意識を高めるツールとしても、お役立てください。

ワーク・ライフ・バランスと
女性活躍推進に関する日本の歩み
▶法律関連　▶社会の動きと見通し

「ワーク・ライフ・バランスや女性活躍推進が重要な
のは知っていても、目の前の業務が忙しく、時間やコ
ストがかけられない」。これが中小企業の方々に多い
本音で、しかもこれまでは大きな問題につながらな
かったかもしれません。ところが日本における人材
不足は、企業の業績悪化に影響するほどのレベルに達
しており、今後も決して楽観視はできないのです。

右ページの年表をご覧ください。「1.57ショック」、
つまり出生率の低下が社会問題になったのは1990
年、すでに30年近く前のこと。それ以降、状況が好転
しているとはいえません。一方で65歳以上が占める
割合は伸び続け、2030年には人口の1/3近くに達する
見通しです。新しい人材の確保が難しく、活躍中の人
材はリタイアしていく一方となると、募集のコストが

かさみ、賃金アップも余儀なくされるでしょう。これ
が業績の伸びを阻む要因となるのです。
「中小に、大手のような取組は難しい」という声も聞

かれます。確かにワーク・ライフ・バランスや女性活躍
推進に取り組む負担は、規模の小さな企業ほど重く感
じられるかもしれません。女性の育休を例にとれば、
代替人員の確保、短時間勤務のサポートや急な欠勤の
フォロー、フォローする社員との不公平感改善など、
課題は山積み。従業員数が少なければ、労働環境を整
えるための人員も確保しにくいといえます。

だからといって労働環境を整備できなければ、どう
なるでしょうか。ワーク・ライフ・バランスはすでに
就活でも注目のキーワード。女性だけでなく男性も、
優良企業の判断基準にしていますから、イメージダウ
ンから採用が困難となる、あるいは、入社してもスキ
ルを身につけた女性が両立の壁にぶつかって退職す
る可能性も高まります。これはパートタイムなどの

人材不足が明らかな日本で
業績を伸ばし続けるには

中小規模の企業だからこそ
実は取り組みやすい改革も

好事例に学び
女性活躍推進の
第一歩を!
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これまで4名の社長を支え、社員
との間を取りもってきた服部文子さ
ん。現在は取締役部長です。「昇進
のお話をいただくたびに、私で務ま
るのだろうかと決心がつかず、ロー
ルモデルがいない心細さもあって辞
退していましたが、3代目社長に交
代するタイミングで役員を引き受け
ました。新任社長と社員の間を取り
もつ役割を担う必要性を強く感じた
からです」。トップによって方針が違
うため、培ってきた社風とのギャッ
プが広がりすぎないように配慮。4代
目社長に交代後も、会社の方針を決
める際に、社員にとって無理だと感
じたら率直に伝えるように心がけま
した。これまでの経緯を伝え「現状
では難しい」「それは違います」など

各部門から選出された女性社員に
よる「アイトス・ウーマン・プロジェ
クト（AWP）」。女性登用をテーマ
に立ち上げられ、メンバーに女性の
役員や管理職を含むものの「女性登
用に特化した活動をしているわけで
はありません」と執行役員の藤井美
穂さん。「多彩な活動による実績で
女性活躍を社内外に印象づけ、待遇
アップにもつなげるのが目標です」。
月1回ペースでミーティングを開き、
社員の家族を招待する「職場見学
会」、顧客の営業アシスタントを招
待する懇親会などを企画、提案、運
営。活動の感想をメンバーは「AWP
から提出することで、女性目線の提
案に説得力が増し、意見が通りやす
いのを感じます」「社内でのコミュニ
ケーションが増え、業務のプラスに
もなっています」などと語ります。

AWPの活動を通じて責任のある仕
事を任される機会が増え、個人では
提案しにくい場合もAWPからであ
れば受け入れられやすく、モチベー

管理職になる経験や実力が十分で
も、自分に自信がもてず昇進を辞
退する女性は少なくありません。
服部さんの場合も何度か辞退して
いますが、自身の気持ちと会社のタ
イミングが合致した場面で引き受
け、現在も活躍しています。女性管
理職の登用には、たとえ本人が昇
進を辞退しても、機会をうかがって
促すことが必要となります。

女性社員の人数が少ない場合、な
かなか交流の機会がもてず、孤立す
る可能性もあります。同社は3拠点
をテレビ会議システムで結び、部
署、職種、職位の異なるメンバーと
も顔を合わせてミーティング。ワー
ク・ライフ・バランスやキャリア
アップについて生の声を聞き、情報
交換や励まし合うことで、女性のモ
チベーションが高まります。

管理職に期待される役割の一つに、
トップと社員の間を取りもち、温度
差を縮めることが挙がります。服
部さんも新しいトップの意向をか
みくだき、やわらかく伝えて浸透さ
せることによって会社の舵取りに
貢献し、評価と信頼を得ています。
培ってきた高いコミュニケーショ
ン力は管理職の立場で発揮する場
面が多いはずです。

個人ではなくプロジェクトだから
こそ女性が企画、提案、交渉、広報
と多彩なチャレンジができ、活動を
通じてスキルアップ。人前に出る
ことの少ない部署の女性も自然に
経験を積むことにつながります。こ
うした活動を通して女性管理職に
必要な資質や経験を身につけ、社
内外にネットワークを広げ、自信を
高めることも可能なのです。

自身が初の女性管理職でロールモ
デルがいないことが不安だった服
部さんは、男性上司の振る舞いを
管理職としての参考にしています。
男女問わず、優れていると思った取
組や態度を仕事に採り入れること
は、ロールモデルのいない女性管理
職には不可欠な姿勢です。男性上
司は、自分の経験を惜しまず女性
管理職候補に伝えてください。

女性の力量を社内外にアピールす
ることは、待遇の男女差やワーク・
ライフ・バランスといった問題解決
にもつながります。同社の場合も
プロジェクトの存在が浸透するに
つれ、社内でメンバーを激励する声
がかかり、期待値もアップするとい
う効果がありました。顧客からの
関心も高く、活動内容などについ
て尋ねられることも増えています。

と、根拠を示しつつハッキリ言える
ところが社長からも評価、歓迎され
ています。「管理職という立場を難し
く考えていましたが、昇進はそれま
での仕事の延長線上。もちろん女性
だからできないということはなく、
そのステージに立てばやり遂げられ
るとわかりました」

「今の社長はアグレッシブで、社員
を会議で鼓舞するタイプです。一方
で、社員のほとんどがまじめでおと
なしい。社員の気持ちをくみとり、
社長との温度差を感じたら、立ち話
などでさりげなくフォローし、社長
の発言の真意を伝えています」。以
前一緒に働いた男性上司が役員室の
扉を開けて社員に「いつでも来て」
と言っていたことが印象に残ってい
るという服部さん。自身もウェルカ
ムな雰囲気を醸し出すよう心がけて
います。「新しい挑戦と、それを支え
る人材育成に積極的というのが社長
と私の共通点。そこを突破口に社業
を盛り上げていきたいですね」と、
女性管理職としての道を楽しみなが
ら歩んでいます。

ションアップにつながるのも大きな
メリット。次期課長候補にあたる女
性リーダーが管理職としてスキル
アップする機会にもなっています。
AWPメンバーで営業職リーダーの難
波良衣さんいわく「レディース向け
ユニフォームの開発にAWPで取り
組んだ際には、得意先の協力と好評
を得て売上にもつながりました。や
る気をアピールすれば、チャンスが
与えられる環境を感じます。管理職
になってみると部下の性別や年齢が
さまざまで緊張感は大きいですが、
出世したいという願望もあります」。
AWPは今後、女性の採用と育成強
化を念頭に、管理職の仕事について
学びあう場としても期待されていま
す。キャリアアップやワーク・ライ
フ・バランスをテーマにした活動に
も積極的に取り組む意向です。

難しく考えなくても大丈夫。
管理職という立場になれば
男女問わず「できる」と実感

女性チームで職場に刺激を。
管理職や管理職候補が育つ
土壌としても注目の的

1989年創業。各種システムの構築からコンサルティング、保守、運用管理、経験豊富な技術者の派遣など
を担う。2017年には短時間正社員制度を導入するなど、女性の両立支援を念頭にした環境を整備。女性
営業職や女性管理職の活躍にも期待が寄せられる。大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証企業。

1917年創業。作業服やユニフォームなど働く人のための服を製造・販売。2012年に「アイトス・ウーマ
ン・プロジェクト（AWP）」を立ち上げる。女性役員は1名、次期課長候補にあたる女性リーダーは7名。
2012年度大阪市きらめき企業賞受賞。大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証企業。

4代目社長とは、一日に何度もラフな打ち合わせ
を重ね、こまめに情報共有や意見交換をしている

東京、東大阪のメンバーもテレビ会議でミーティ
ングに参加できるため、距離を感じないという

1999年に課長、2006年に役員就任。社長と社員の調整役として力を発揮し、後に続く女性
社員のさらなる活躍を推進する、女性管理職ロールモデルとしてお話をお聞きしました。

男女ともに楽しく働ける職場環境づくりをめざす「アイトス・ウーマン・プロジェクト」。
多彩な企画提案を通じて活躍のチャンスを獲得し、女性社員が成長する場にもなっています。

平成コンピュータ株式会社 
総務部 取締役 部長 服部文子さん

アイトス株式会社 
「アイトス・ウーマン・プロジェクト」の皆さん

決心がつかず辞退していたが
昇進は仕事の延長線上にある

職場環境づくりなどの実績で
女性活躍を社内外にアピール

上司にはハッキリと意見を。
部下の気持ちはくみとって

責任のある仕事を任され
女性管理職もスキルアップ

平成コンピュータ株式会社 アイトス株式会社従業員数60名

※掲載情報は2018年8月のものです ※掲載情報は2018年8月のものです

従業員数210名

男性上司も
よきロールモデルに

女性の活躍を社内外に
印象づける効果大

トップと社員との
重要なクッション役

プロジェクトだから
提案や交渉がスムーズ

粘り強く期待を伝え
女性管理職登用を

テレビ会議の活用で
遠方メンバーと交流
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女性管理職 女性管理職上司の
関わり 能力開発

ここをヒントに! ここをヒントに!

03 04



「入社前に妊娠が判明し、内定辞
退を考えました」という山内美樹さ
ん。入社が認められた後も「社内の
風当たりが強くて当然」と覚悟して
いたそうです。「ところが入社してみ
ると働くママが当たり前の職場で、
応援してくださる人ばかり。『夏の出
産は暑いけど、がんばって』『もうす
ぐやね』などと他部署の方からも声
がかかり、救われる思いでした。出
産後には子連れで所属部署を訪ね、
復帰に向けての詳細を相談。4月の
保育園入所に合わせて子どもが生後
8か月で復帰し、短時間勤務制度を
活用しました」。両立で一番大変な
のはやはり子どもの急な病気だとい
います。「育児介護対象者には有給
休暇の半日取得が制度化されている
ため、保育園からの急な呼び出しに
活用してきました。事前に申請すれ
ば半日単位で取得できる看護休暇も
フル活用して乗り切っています」

全社員が活用できる独自の制度
も充実。「ライフサポート休暇」は

3人目の誕生を機に育休を取得し
た末永嘉彦さん。2歳と3歳の子ど
もを育てながら出産を迎える夫婦の
状況を案じた社内の女性たちが、社
長に直談判して実現しました。「私
や妻は取得を考えていなかったので
すが、同じフロアの方々から『休ま
んとアカン』と強くすすめられまし
た。男性の育休取得者は私が3人目
ですが、1か月という長期は初めて
のケース。普段は子どもを抱っこす
るくらいのかかわりでしたが、安静
を要する産後の妻に代わり、さまざ
まな世話を引き受けるなかで、今ま
でにない愛情を感じることができま
した」と末永さん。業務の引き継ぎ
は育休に入るまでに済ませておき、
フォローの必要があればメールか電

ワーク・ライフ・バランスや女性活
躍推進が実現する風土の醸成には、
育休取得経験者の数が影響します。
自らが仕事と家庭の両立を経験す
れば、サポートされた体験から周囲
に対して「お互いさま」という自然
なフォローが生まれ、それが社内に
広がるからです。育休取得率のアッ
プは、働きやすい環境づくりの大き
なポイントといえるでしょう。

つわりで出勤が困難な社員がいる
と知れば「産前特別有休制度」を新
設するなど、働きやすい環境整備に
は柔軟な同社。社員のモチベー
ションが下がることによるリスク
の大きさを、全社員が理解している
ため、そうした対応にも異論が出る
ことはありません。制度づくりは
社員の実情に合わせてニーズに応
えていくことが重要なのです。

子育て中の社員は、子どもの病気
などが原因で、急な早退や欠勤が
ありえます。そんな場合でも業務
が滞ることのないよう、同社では一
人で仕事を抱えこまない環境を整
備。資料をキャビネットで共有し、
課内の他メンバーがフォローしや
すい仕組みを定着させています。
ワーク・ライフ・バランスを確実に
実現するために有効な対策です。

同社では期首に最大12日間の有休
申請ができる「メモリアル休暇」な
どの制度が充実していますが「制度
さえあれば社員満足が達成できる」
という考え方ではありません。休暇
は「誰もが周囲に気がねなく取得で
きる」ことが重要。それには社内ブ
ログに旅行の画像をアップして休
めたことを喜びあえるような「お互
いさま」の風土醸成が効果的です。

社内規定の更新は、社員のニーズ
をくみとり迅速に反映させるうえ
で有効な手法です。同社の場合は
毎年更新。日常会話の中で「不妊治
療のための休暇」の必要性を知り、
妊娠に関する休暇を導入した実績
もあります。毎年となると人事担
当部署の負担は少なくありません
が、社員の満足度向上という面で
は高い効果が見込めます。

同社は社員第一主義を掲げ、とく
に家族の行事には必ず休むように
推奨しています。そうすることで
家族と一緒にリフレッシュできた
社員本人のモチベーションがアッ
プし、業務の効率が上がるからで
す。それだけでなく、家族から会社
に感謝の手紙が届くなど、家族と
会社の絆が強まり、家族が会社を
応援する気持ちにもつながります。

4時間以内を年4回、「計画有給時間
単位」は30分単位で、事前に相談し
て申請すれば取得可能です。制度は
社員のニーズをくみとり毎年更新。
社内の情報共有を徹底させることで
利用しやすさも高めています。こう
した環境のなか、山内さんは入社3
年目で2児の母に。1人目の経験をい
かし、2人目では夫との連携を高め
ようと、復帰前に家事や保育園のお
迎えを練習してもらうなどの工夫が
できました。「プレママのための座
談会」では自らの体験談を披露して
います。また先輩ママのアドバイス
や、3人の子どもを育てる係長の存在
に刺激を受け、キャリアアップなど
の実践にも役立てているそうです。
働くママが活躍可能な環境だからこ
そ、仕事のがんばりを支える力が生
み出されているようです。

話で連絡を。末永さんが所属する営
業の部署には顧客との折衝を十分に
把握しているセールスパートナーが
存在するため、仕事には何の支障も
生じなかったそうです。

「社員が休める会社は、結果的に儲
かるんです」と、代表取締役社長の
樋口友夫さん。入学式、卒業式、運
動会、参観日は「なかば強制的に休
ませている」そうです。「そのほうが
家族に感謝されて絆が深まり、仕事
もはかどるから」というのがその理
由。実際、生産性は上がり続けてい
るといいます。全員が休みを取れる
環境をつくるため、長期休暇は年度
始めに申請し、業務の調整や顧客対
応について事前準備を徹底している
そうです。「育休が他の社員の不満
につながることも、昇進に影響する
ことも、ありません。実際、育休を
取得した女性が能力を発揮し、管理
職に次々と就任しています」と、樋
口さん。社員のモチベーションが下
がるほうがリスクだからと、柔軟な
姿勢で働きやすい環境づくりを進化
させ続けています。

働くママが多い環境だから
制度の利用は「お互いさま」。
応援の声も、温かです

社内で応援の声が上がり、
男性育休1か月が実現。
支援や成長も「当たり前」

1946年創業。ねじの専門商社。育児休業取得や職場復帰がしやすい環境整備を目標に、ワーク・ライフ・
バランス関連制度の充実をはかる。日本経済新聞関西版の就職希望企業の38位にランクイン、就職エント
リー数は女性が男性の2倍と、就活での注目度は高い。大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証企業。

1875年創業。特殊鋼、ステンレス、シリコロイの素材および加工品を国内外で販売。社員第一主義を掲
げ、働きやすい風土を醸成。有休取得率は約75％、リフレッシュ休暇、メモリアル休暇などで常に誰かが休
んでいるという。2011年度大阪市きらめき企業賞受賞。大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証企業。

子どもが小さいうちは家族の行事も目白押し。休
日には仕事を忘れて子育てを楽しんでいます

末永さんは入社12年目。第4子の誕生を控え、2
度目の育休取得を予定しています

育休経験者の女性が30名以上。オンオフのバランスを重視した制度が充実し、性別や子ども
の有無にかかわらず働きやすさが実現しています。育休経験談を取材しました。

男性の育休取得は、どの企業でもなかなか進んでいないのが実情です。どんな環境や条件
が揃っていれば実現するのでしょうか。経験談をお聞きしました。

サンコーインダストリー株式会社
総務部 山内美樹さん

株式会社天彦産業　代表取締役社長 樋口友夫さん　
営業本部 海外営業課 係長 末永嘉彦さん

新卒入社 3 か月で育休取得。
応援の声に、社風を実感

社内の声援に背中を押されて
1 か月間、子育てに専念

全社員が活用できる制度も
仕事のがんばりを支える力に

どんな制度よりも、風土ありき。
育休が昇進を阻むことはない

サンコーインダストリー株式会社 株式会社天彦産業従業員数415名 従業員数40名

社内規定を毎年更新し、
現場の声を反映させる

社員第一主義の会社は
家族にも応援される

キャビネットの共有で、
急な欠勤もサポート

働きやすさの決め手は
制度ではなく企業風土

育休取得率の高さから
「お互いさま」が実現

個別の事情をくみとり
社内環境を柔軟に整備
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育児休業 育児休業制度 上司の
関わり

コミュニ
ケーション 制度
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女性社員の構成は総合職17名、一
般職27名で、うち主任以上が12名。

「男社会」といわれる建設業界にあっ
て、注目に値する活躍が見られま
す。「男女ともにチャレンジできる風
土は、20年以上前から醸成させてき
ました」と、人事部長の坂入喜代枝
さん。それには全社員の希望をとり
こぼすことなく丁寧に反映させよう
とする「自己申告シート」の存在も
大きいといいます。A3サイズの用紙
1枚に、数多くの項目を網羅。一年
間の振り返り、悩み、今の仕事の量
や質、やりがい、希望する研修や勤
務地、健康状態についても含まれま
す。すべて人事部に届くので、希望
を見渡して社内の人事を整理。また
シートの情報を元に上司の面談が行
われるという、重要なコミュニケー
ションツールでもあります。

自己申告シートには「してみたい
職種」の欄もあり、意欲の芽を見つけ
るのに役立っています。また総合職
への転換やキャリアアップについて

パート社員の応募数や定着率が高
いことで知られる同社。背景には働
きやすさを重視した、独自の評価制
度と環境整備があります。その第一
歩は、パート社員と正社員の不公平
感をなくすため、担当業務の違いを
明確にするという配慮でした。重複
している場合はメインかサブかと
いった責任の程度も記載した「業務
洗い出し表」を作成。そのうえで年2
回の人事考課によってパート社員の
職務、勤務態度、能力などを公正に
評価し、昇給や賞与といった待遇に
反映させています。さらに登用嘱託
社員や正社員への転換、熟練手当、
スキル手当などの報奨制度を導入。
また、正社員と同じ表彰も実施して
います。こうした定着や能力向上の
支援に努める姿勢が、厚生労働省の

「パートタイム労働者活躍推進企業
表彰」奨励賞受賞につながりました。

「根底にあるのは、縁あって入社
した人材が長く勤務して、社会に貢
献して、自分を磨いてほしいという

男性管理職は女性活躍のサポート
について十分に意識できていない
可能性があります。セミナーなど
で管理職の意識を高めていくこと
はその対策として効果的。次の一
歩を迷っている部下の女性には、管
理職からステップアップにつなが
る適切なコミュニケーションをと
り、背中を押すことがモチベーショ
ンアップにつながります。

パート社員から正社員登用となっ
た女性の中には、入社後にスキル
アップし、生薬買い付業務を視察
するといったケースも見られます。
これは社内の人材育成に成功した
好事例といえるでしょう。こうし
たロールモデルの活躍ぶりを後進
に伝えることによって、モチベー
ションアップや企業姿勢のアピー
ルに成功しています。

適性は、仕事をしてみないとわから
ない面もあります。設計、施工、技術
などの総合職で入社しても、内勤に
適性がある場合もあり、一般事務職
から総合職の営業への希望もあり
えるでしょう。すぐに異動を希望す
るわけではなくても「やってみたい」
という意欲の芽を把握しておくこ
とで、適材適所の人事が可能とな
り、就労継続につながります。

同社はパート社員を重要な人材と
位置づけて「業務洗い出し表」に責
任の程度を記載し、雇用区分によ
る仕事の違いを明確化。これは正
社員との不公平感をなくす効果的
な取組といえるでしょう。そのう
えでパート社員にも評価に見合う

「スキル手当」などを導入。モチベー
ション向上につながる工夫がパー
ト社員の活躍を支えています。

詳細にわたる「自己申告シート」の
制度化で、本人が仕事を振り返る
機会ができ、上司との面談に役立
てることも可能に。何も書いてい
ない場合は、記載しにくい気持ちを
聞きだすきっかけにもなります。ま
た人事担当者に直接相談できるよ
うにしておけば、異動の希望や健康
の不安など上司に伝えにくいこと
も把握しやすくなるでしょう。

働く女性の過半数は非正規雇用で
す。なかでも子育て中の女性は時間
的な制約を考慮し、パート社員を希
望する割合が高くなっています。正
社員であるなしに関わらず、安心し
て長期的に働けるしくみづくり、
パート社員が正社員に登用される
道筋の明確化は、モチベーション向
上に効果的。女性活躍促進に不可
欠な取組ともいえるでしょう。

は、適性を見て上司から声をかける
ケースも少なくありません。坂入さ
んも自ら希望して総合職に転換。営
業部署の曲尾ルミさんも、上司から
の勧めで事務から職種転換してキャ
リアアップし、現在は横浜支店長を
務めています。近年、トップ自らが

「総合職への転換強化」を経営方針に
掲げたのを受けて、職域転換に関す
る欄を自己申告シートに新設。職域
や職種を転換したらどうなるのか説
明を希望する女性が増えているそう
です。「責任ある仕事で能力を発揮
し、ステップアップしてほしい。働
きがいにつながる可能性が高いから
です。それをサポートする意識が高
まるように、管理職セミナーも開催
しました」と、坂入さん。「女性に
もっと活躍してほしい」という機運
を社内に行き渡らせています。

経営者の考え方です」と、管理部の
鳥谷泰史さん。「評価項目が標準以
外の場合はコメント欄に理由を明記
し、本人に伝えることで、モチベー
ション向上や、改善点の気づきにつ
ないでいます。パート社員から生産
購買課のフルタイム社員へ、さらに
主任を経て係長に昇進した女性の場
合、元々は300種類以上ある医薬品
包装資材の購入担当で、生産工程を
把握するため工場を訪問するなど意
欲的でした。生産購買課では、漢方
薬の原料である生薬を中国から購入
していますが、彼女はその取引にも
意欲的に取り組み、中国語を勉強し
て生薬の取引事情を視察してきまし
た。これは一例ですが、これまでは
男性中心だった業務が女性にも移行
するなど、今後はさらに多くの部署
での女性活躍が見込まれます」

総合職へ、そして管理職へ。
自己申告制度と面談で
意欲の芽を育てています

パート社員に評価を伝え、
モチベーションアップ。
部署異動、係長昇進の例も

1948年創業。多様な建築ジャンルにおける企画から設計、施工までカバーする総合建設企業。育休取得で
長く働く女性社員の増加で機が熟し、2017年には「女性の総合職増員」「女性活躍の機会拡大」を経営方
針に掲げる。取締役と執行役員にそれぞれ1名ずつ女性が就任。2013年大阪市きらめき企業賞を受賞。

1929年創業。漢方医薬品および化粧品・健康食品の製造販売。人材を大切にする姿勢や働きやすい職場づ
くりがクチコミなどで広まり、優秀な人材を確保できる状況が生まれている。近年、男性中心だった新卒採用
が男女比率2：1となり、初めての女性管理職も誕生した。大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証企業。

「自分では営業向きだと思わなかったので、トライ
のきっかけをもらえて幸いでした」（曲尾さん）

現在、生産購買課では2名の女性社員が活躍。
管理職の数や研究部門の女性比率も増えつつある

全社員の希望や本音を受け止めるために制度化された「自己申告シート」。上司の面談、
キメ細やかな声かけも、総合職への転換や女性管理職の誕生につながっています。

人材を大切にする経営を貫き、厚生労働省が表彰するパートタイム労働者活躍推進企業に
輝きました。評価制度の整備と意識醸成の両輪で成果を上げているところが特徴的です。

コーナン建設株式会社 
取締役 執行役員 人事部長 坂入喜代枝さん

小太郎漢方製薬株式会社 
管理部 総務課 次長 鳥谷泰史さん

自己申告シートを活用し、
全社員の希望を吸い上げる

すべてのパート社員を評価し、
人事考課表にコメントを記載

女性の職域転換を進めるため
トップが経営方針として発信 本人へのフィードバックで

モチベーション向上を図る

コーナン建設株式会社 小太郎漢方製薬株式会社従業員数265名 従業員数346名

紙に記載することで
面談の内容が濃くなる

パート社員の意欲は
企業の成長に不可欠

職種の転換や昇進など
将来の目標が共有可能

雇用区分による
不公平感をなくす

管理職の気づきを促す
セミナーなどを開催

業務の幅を広げ
活躍の可能性を高める
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就労継続
職域拡大

就労継続
職域拡大制度 制度 意識醸成
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「社員一人ひとりが創造性を発揮
してこそ新しいものづくりを成し遂
げられる」という代表取締役社長の
栗原清一さん。社員が安心して長く
働き、成長し続けられるよう「人材
経営」に一貫して注力してきまし
た。「すべての社員が存分に力を発
揮できるよう社内環境を整備してい
ます。子育てとの両立に取り組む女
性のキャリア形成のために、早期復
職支援や時短勤務などの制度充実に
努めたところ、本人の意欲や会社へ
の貢献度が増し、技術や営業といっ
た多彩な部署で女性の活躍が見られ
るようになりました。パート社員も
長期雇用を前提に上長との面談を経
て能力向上をはかり、多くが契約社
員となっています」。昇格には、昇

「女性社員は優秀です。以前は男
性中心だったものづくりの現場で
も、十分に活躍が見込める。グロー
バル市場では当然の認識です。世界
に事業を広げるなかで、私も女性の
活躍ぶりに感嘆してきました」と、
会長の畑野吉雄さん。設計やプログ
ラミングなどものづくり技術の習得
に挑戦したいという女性社員は同社
にも多く、業務分野外でも社内勉強
会に参加。向上心を感じたといいま
す。一点ものの測定や計測のシステ
ムをつくるため流れ作業はなく、技
術も高度ですが、一からの教育で飛
躍的に成長。現在は技術や製造の部
門で5名の女性が活躍しています。

「海外研修参加などを会社が応援し
た結果、事務から研究開発に異動し
た女性もいます。社の方針で育成す
るのではなく、本人の希望で支援す
るほうが伸びると実感できました」

メンタル面のサポートも重視して
います。女性社員全員に会長も加わ
り、スイーツを味わう「ケーキの日」

人材育成にゴールはなく、社会の変
化、企業風土の醸成などによって、
取組をブラッシュアップさせてい
く必要があります。それには経営者
自身が常に社員の声や世の中の流
れに敏感であることが重要です。経
営者という同じ立場の人間同士が
交流する「人材経営の会」のような
場は、業種や規模が違ってもお互い
によい刺激になります。

同社では全社員が自由に受講でき
る勉強会を開催し、社員自身の新し
い可能性を発見できる機会をつ
くっています。また交流の場で夢を
語る時間を設けるのも特徴。明るく
前向きなコミュニケーションを人
材の重要な基礎力と捉え、交流のな
かで高める方針なのです。本人の
キャラクターや考え方を知ること
で育成に役立てる狙いもあります。

女性は一般的に、育児との両立をは
かることの多い30代40代で昇進が
遅くなり、賃金があまり上昇しなく
なってしまいがちです。しかし同社
では本人の成長やチャレンジ精神
によって、ブランクにかかわらず昇
格できる仕組みを導入。年齢による
年収の伸びに男女差がないことを
事務職の研修で確認しました。若い
世代がハッピーな将来像を描ける
指標の一つになりえる結果です。

女性の活躍は、社業にもいい影響を
もたらします。同社の場合は社内コ
ミュニケーションが良好となり「将
来性を感じさせる」「一緒に仕事をし
たい」「融資したい」などと顧客や金
融機関などからの評価がアップ。業
績も右肩上がりです。女性の活躍推
進について大手企業から問い合わせ
があるなど注目度も上がり、新規取
引につながるケースもあるのです。

同社が社員の力を大きく引き出す
マネジメントを本格化させたのは
30年ほど前のことです。「社員が職
能面・人格面で成長し、能力を発揮
することが、会社の成長にもつなが
る」と、昇格や評価の制度を通して、
社員同士が仕事の仕方や振る舞い
などを指摘しあえる関係をめざし
ています。

同社は2008年中国人留学生の採用
をきっかけに「女性は意欲や能力が
高く、活躍できないのはもったいな
い」と実感。そこから性別、国籍、文
系理系の別を問わず多様な社員が
活躍できる環境づくりに力を入れて
きました。男女が活躍する企業とい
う評判から採用活動が順調になり、
多くの女性が活躍し、部署によって
は女性管理職も誕生しました。

格することで社員が成長できるよう
「チャレンジ昇格制度」を設けていま
す。上のポストに行くために自ら行
動改善を宣言したり、部下にチェッ
クを依頼したりする社員もいるそう
です。自己研さん、成長という企業
文化を全社員が共有しています。

「一人ひとりが働くことを通して
人としての価値を高めることが会社
の成長にもつながります。それには
トップダウンによる改革や支援だけ
では難しい。社員の主体的な成長で
しか成し遂げられません」。成長が必
要なのは経営者も例外ではないとい
う栗原さん。常に情報収集し、マネ
ジメントそのものをブラッシュアッ
プしています。「考え方が合致する
と思われる経営者の方を積極的に訪
ねて話を聞き、その延長線上で『人
材経営の会』を立ち上げました。会
での熱い議論は、それぞれの会社が
より人材経営について考えを深める
きっかけになっています。私自身も
新しいことを吸収し、マネジメントの
あり方自体を見直すことで、よりよい
人材経営ができると信じています」

を開催。他部署の多彩な年代ともプ
ライベートなことまで話す機会とな
り、時短など働き方に違いがあって
も、お互いを理解しやすくなりま
す。「表情、しぐさなどから本音もわ
かるもの。悩みがありそうなら1対1
の場を設けてしっかりと受け止め、
必要性を感じれば、仕事の状況や問
題発生の可能性などを女性社員の上
司に確認します」。人生相談あり、恋
愛アドバイスあり。会長自らが社員
を家族のような存在と考え、意欲も
悩みもとりこぼさないという姿勢で
す。「女性は、会話を失いがちなもの
づくりの現場に、気分転換や笑顔を
生んでくれる。それが職場の雰囲気
づくりや業績アップにもつながりま
す。これからも女性を含め、誰もが
力を十分に発揮できる環境づくりを
していきたいですね」

人材の成長こそが
企業を伸ばす最大のチカラ。
私も自己研さんを続けたい

グローバル市場を見習って
女性の登用を進めたところ、
業績も右肩上がりに

1960年創業。共押出し多層フィルムの製造販売。独自の技術で多様な複合フィルムを開発。人材経営・技
術経営の2本柱で「時間単位年次有給休暇制度」など独自の制度も導入。2006年度大阪市きらめき企業
賞受賞。大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証企業、2016年度最優秀賞受賞。

1930年創業。カスタムメイドのテスト・計測・制御システムを開発・設計・製作。2002年のアメリカ人
採用をきっかけに、性別、国籍、文系理系の別を問わず多様な社員が活躍できる環境づくりに力を入れる。
2012年度大阪市きらめき企業賞受賞。大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証企業。

5社が集う「人材経営の会」。経営者同士が率直
に話す機会をもつことで、ヒントを共有しあえる

「ケーキの日」は2か月に1回。結婚や子育て、改
善提案、仕事の相談など、ざっくばらんに話す

人材の育成を経営の根幹に置いて働く環境を整え、共感する経営者同士のコミュニケーション
からマネジメントのアイデアを創出。そんな経営トップの意識と姿勢を取材しました。

男性中心という印象をもたれがちな技術や製造といったものづくりの現場にも、女性社員を
配置。多彩なコミュニケーションの機会を活用して交流を深め、意識を高めています。

クリロン化成株式会社
代表取締役社長 栗原清一さん

株式会社中央電機計器製作所 
会長 畑野吉雄さん

経営のキーワードは人の成長。
各種制度も力を引き出す手段

高度な技術力の獲得にも
女性社員から挑戦を望む声が

経営者自らが学びあい
人材経営の向上をめざす

コミュニケーションの力で
評価も業績もプラスに働く

クリロン化成株式会社 株式会社中央電機計器製作所従業員数220名	 従業員数46名

人材マネジメントを
文化として根付かせる

グローバルな視点から
女性活躍推進を開始

男女差のない給与が
若い女性の励みに 社会的注目度が上がり

新たな仕事の受注も

経営者同士が交流し
考え方や情報を交換

本人の夢を重視し
モチベーションアップ
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経営トップの意向で立ち上がった
「for my lifeプロジェクト」。新卒採
用で女性の応募や採用が増えたこと
から、結婚や出産後も女性が活躍で
きる環境づくりを目標にスタートし
ました。立候補者7名で、さまざまな
活動を実施。取組の一つとして、育
休中の社員に送る手紙があります。

「プロジェクトメンバーが交替で、近
況を報告しています。復帰の際に役
立ちそうな資料を同封したり、楽し
みに待っているという気持ちを伝え
たりすることで、ウェルカムな雰囲
気を表現。私も手紙が届くのを楽し
みにしていた記憶があります」と、
プロジェクトリーダーの地寄淳子さ
ん。1年近い育児休業の間には、社
内の模様替えや社員の退職といった

「なかなかできない経験ばかり」と
いう研修内容を、2014年入社の皆さ
ん（所属部署は技術、営業、製造）に
お聞きしました。「複数企業合同で
実施されるため、年齢も価値観もさ
まざまな方と接することができて、刺
激になりました（技術）」。座学だけ
でなく他社工場の見学、ディスカッ
ション、展示会に出展するブースの
企画や運営など、実感し、知恵を出
しあうことを重視する内容です。「展
示会では新規顧客の方々にも興味を
もっていただけるよう、自分たちで
ディスプレイに工夫しました。質問
にも答える必要があるため、自社製
品について一から理解する必要があ
り大変でしたが、現場の業務では製
造担当の私が顧客と接する機会はほ

育休からの復帰は簡単ではありま
せん。本当に両立することができる
のだろうかと不安に感じる女性も
多いことでしょう。そこで重要なの
は社内の雰囲気です。同社のプロ
ジェクトは「復帰を待っている」こ
とが伝わる内容の手紙を送り、ウェ
ルカムな雰囲気を伝えることに成
功。手紙には、心理的なハードルを
下げる効果があるといえます。

まだまだ女性の少ない製造業界で
は、他社で働く女性とのネットワー
クづくりが望まれています。複数
企業合同による社員研修後も交流
が続けば、モチベーションにもプラ
スに働くでしょう。他社の「同期」
とプライベートでも親しくなるこ
とによって、ワーク・ライフ・バラン
スやキャリアアップなどの情報交
換にもつながるはずです。

プロジェクトの発案で、おもに育休
体験談などを掲載する「輝くママの
いる職場」という社内サイトの掲示
板をスタート。子育ての喜びや苦労
などを共有するためのもので、ママ
だけでなくパパの書き込みもあり
ます。育休からの復帰、時短勤務な
どへの理解を促すことにつながり、
制度の活用しやすさ、協力しあえる
環境づくりに一役買っています。

同社の社長は、女性が少ない傾向
にあるものづくり現場でも、スキル
を身につけて活躍することはでき
るという信念をもっています。そ
のため柔軟な勤務体系など、子育
て中の女性にも働きやすい制度の
導入にはとくに積極的。女性も製
造業で活躍できるという社長の考
え方は、業界全体の底上げにつな
がる力にもなることでしょう。

同社のプロジェクトは女性社員の
みでスタートしましたが、のちに男
性社員にも参加を呼びかけ、現在
は女性5名、男性2名が運営。男女
それぞれの視点や特性をいかした
企画や提案が実現しています。女
性に特化せず全社員の働きやすさ
を目的としていることを印象づけ、
プロジェクトへの共感を得ること
にも成功しています。

中小企業ではOJTによる研修が中
心で、大手企業のように時間をかけ
て新入社員向けの研修をする余裕
はないことが多いと言われます。同
社では、複数企業による合同の研修
を行うことで、効率的で充実した教
育制度を整えることに成功。あえて
外部に依頼せず、経営者自らが講師
を務めているのも、経営者の本気を
伝えるのに役立っています。

変化がありがちです。それを知らせ
れば、復帰の際にとまどうことが減
ることでしょう。こうした気遣いに
助けられ、ほとんどの女性が育休か
ら復帰しています。

「今後は看護や介護を経験する社員
も出てくることでしょう。制度の整
備と同時に活用しやすい環境づくり
が大切です」と地寄さん。そこで会
社に提案した企画が「自分について
の発表」です。普段着で集う月1回の
ミーティングで、社員一人ひとりが発
表。「テーマは第一弾が私のワーク・
ライフ・バランス、第二弾が3D（大
事・大切・大好き）、第三弾はプライ
ベートプチドリーム。プライベートの
意外な一面に触れることが共感、親
近感につながり、相談するといった
人間関係も生まれやすくなりました」
とメンバーの木口屋奈央子さん。立
ち上げメンバーの一人、業務部課長
の奥畑桂子さんいわく「社員の仕事
も人生も充実させるというプロジェ
クトの考え方が浸透し、活動がなく
ても全社員の働きやすさが実現する
ことが理想でしょうね」

とんどないため、貴重な体験だった
と思います（製造）」。研修中は無我
夢中。あとから振り返ってみて、こ
のオリジナリティ豊かな研修の魅力
がわかってくるようです。

「研修の内容は、すべてが手づく
り。製造工程の見学、自社経営の分
析と、企業連携体の各社の経営者が
知恵を出しあい、自らが講師も務め
ます」と代表取締役社長の和泉康夫
さん。新入社員と経営者の距離が縮
まり、リアリティあふれる体験がで
きるのも大きな特徴です。営業職の
一人が印象に残った体験として挙げ
たのは、入社前の合宿。入社後の希
望を社長と思いきり語りあうことがで
きたからです。そのうち「製造現場
を体験してみたい」という希望は実
現。どれだけ手間と時間をかけた製
品なのか実感できたといいます。「研
修で会社の強みと弱みをディスカッ
ションし、頼れる同期を他部署に得
たことを、新規開拓の提案につなげ
ていけそうです（営業）」と、前向き
なビジョンをもつ人も。独自の研修
で躍進の芽も育まれているようです。

女性の採用増をきっかけに
プロジェクトが生まれ
老舗企業の職場が活性化

企業が連携して新人を育成。
経験、交流、意欲が倍増し、
前向きな夢の実現も次々と

1926年創業。ガラスやプラスチックが素材の化粧品容器を企画、開発、販売。2008年に「for	my	 life
プロジェクト」を立ち上げ、多彩な活動に取り組む。担当業務や進捗状況を把握して急な休みの際にバック
アップする社員を置く「サポート制度」など制度も整備。2009年度大阪市きらめき企業賞受賞。

1953年設立。小型で高機能な電子部品の製造に必要な超精密金型部品を製作。中小企業がチャレンジし
続けることを目標に、2010年、経営者仲間とともに株式会社大阪ケイオスを設立。多彩な場面でタッグを
組む。2012年度大阪市きらめき企業賞受賞。大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証企業。

プロジェクトのミーティングは、社長が発案してリ
ビング仕様が実現した社員共用スペースで開催

現金を目の前に並べて給与と売上について理解を
促すなど、リアリティを重要視している

「女性が安心して長く働ける職場づくり」をテーマにスタートした「for my lifeプロジェクト」。
現在は全社員のワーク・ライフ・バランスをめざす活動に取り組んでいます。

ものづくり企業を中心とする19社の連携体による取組の一つとして、新入社員研修を
合同で実施。ディスカッション、他社見学、展示会出展と、内容は多彩です。

石堂硝子株式会社 
「for my lifeプロジェクト」の皆さん

株式会社新日本テック 
代表取締役社長 和泉康夫さん　2014年入社の皆さん

育休取得者のサポートに
メンバーがひと工夫

新入社員が展示会を企画運営。
型破りな研修が貴重な経験に

全社員の自由なスピーチが
共感、親近感につながっていく

経営者の知恵を持ち寄る研修。
気持ちが通い、手ごたえ十分

石堂硝子株式会社 株式会社新日本テック従業員数110名 従業員数73名

男性社員も参加する
全社的な取組

複数企業合同による
社員研修が功を奏す

サイトでの情報共有で
協力しあう意識を醸成

ものづくり企業で
女性も活躍を

育休から復帰しやすい
ウェルカムな雰囲気に

女性の少ない業界で
横のつながりをつくる
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1413

にアピールすることができ、イメー
ジアップにつながることとなります。

大阪市では、2014年から「大阪市
女性活躍リーディングカンパニー」
認証事業を実施しており、2018年8
月で認証件数も370件を超えていま
す（次項参照）。

一方、2016年に実施した「企業に
おける女性活躍促進に関する調査」
によると、従業員数301名以上の企
業では9割以上が女性の継続就労の

画の策定、制度の導入、就業規則の見直しな
ど、要望に応じ無料でコンサルティングを行
い、取組のレベルアップをめざすことがで
きます。認証企業は認証マークが使用でき
るほか、先進事例を共有するセミナー、講演、
研修、交流の場などの提供、大阪市主催の合
同企業説明会の優先案内といった支援を受
けることが可能です。また金融機関との連
携による、融資の利率優遇、大阪市の一部入
札における加点といったメリットがありま
す（※いずれも一つ星および二つ星認証企業
に限る場合があります）。認証件数は371件

（一つ星92  二つ星279）で、チャレンジ企業
も100件を越えています。（2018年8月1日時
点）

ための取組を実施しているのに対
し、300名以下の企業では7割に達し
ていませんでした。社員数が少ない
ゆえに、専任社員の設置、社内環境
整備の時間確保が困難という実情を
反映した結果といえるでしょう。

そうした状況に鑑み、大阪市では、
中小企業における女性活躍推進の取
組を促進するため、「大阪市女性活躍
リーディングカンパニー」認証制度
を拡充し、2017年度から、中小企業
をターゲットとして「チャレンジ企
業」の認証を実施しています。是非
ご活用ください（次項参照）。

公的機関の認証や登録を取組のきっかけに ［注目度 人材確保 モチベーション］の向上に
公的機関の認証・認定・登録を活用しましょう

「大阪市女性活躍リーディングカンパニー」認証事業

働きやすい職場づくりを
めざしている企業の方々へ

企業の自主的な取組を
公的機関がバックアップ

大阪市の女性活躍促進を「見える化」するポータルサイト
「きらめく女性の応援ひろば～未来へレディGo！～」

ワーク・ライフ・バランス支援や
女性の活躍に向けた取組は、就労の
継続や能力の向上につながり、結果
として女性管理職の登用などにつな
がる可能性も高まります。そうした
取組を進める企業が増えてきた一方
で、結婚や出産を機に離職する女性
もまだ多く、女性の登用が進んでい
る企業はまだまだ少ないというのが
現状です。そうした企業では、どの
ように取組を進めればよいのか、どの
ような環境整備が必要なのかがわか
らず、取組に消極的な可能性があり
ます。そこで、さまざまな公的機関
が実施している、ワーク・ライフ・
バランス支援や女性活躍に向けた取
組に積極的な企業を認証（登録）す
る制度を活用してはどうでしょうか。

認証（登録）の基準を満たそうとす
ることで、取り組むべきことが明ら
かとなり、目標に向かうことで、社
内の機運が高まり、環境整備が進む
きっかけとなる可能性があります。
また、認証（登録）されることで、
モチベーションが向上するととも
に、良い職場環境であることを社会

法令の遵守に留まらず、「意欲のある女性
が活躍し続けられる組織づくり」「仕事と生
活の両立（ワーク・ライフ・バランス）支援」

「男性の育児や家事、地域活動への参画支
援」に積極的に取り組む企業を大阪市が認
証し、その取組が広く普及するようＰＲする
とともに、特に優れた取組を行っている認証
企業を表彰しています。地元の公的機関に
よる認証なので大阪エリアの採用に結びつ
きやすいといった特徴があります。一つ星
は環境整備、二つ星はそれに加え取組実績
が認証基準になっています。さらに2017年
度からは取組初期段階の企業を対象に認証
基準を緩和し「チャレンジ企業」として認証
しています。チャレンジ企業に対しては計

大阪市在住・在勤で活躍する女性のための情報をはじめ、「大阪市女性活躍リーディ
ングカンパニー」の情報や、女性活躍推進の取組（好事例）の紹介、ワーク・ライフ・
バランスの取組に関する記事など、企業のみなさまにも有益な情報を掲載しています！

● 大阪市女性活躍リーディングカンパニー情報
● 女性社員のリアルな声
● フォーラムやセミナー情報
● ワーク・ライフ・バランスの取組事例
● 女性活躍推進の事例

認証申請書と必要資料は郵送また
はメール、持参も可。申請手続き
において、事務局によるサポート
が受けられます。有効期間は一つ
星および二つ星3年間、チャレンジ
企業2年間。　大阪市市民局ダイ
バーシティ推進室男女共同参画課
06-6208-7655　　

⃝名刺に認証マークが入っていると取引先
や関連会社から注目を浴び、話題になる
ことが増えました。それを受けて社員にも
「しっかり理解してコメントしなければ」
という意識が高まり、取組が浸透していく
ことにつながりました

⃝レストランであればミシュランの星の数
がおいしさの目安となるように、認証され
ていることで、社員を大切にしている会社
という印象がアップします。特徴の少ない
中小企業にとっては、学生の注目を集める
きっかけにもなります

⃝近年、学生からワーク・ライフ・バラ
ンスについての質問が出ることが増えまし
た。どちらかというと長時間勤務のイメー
ジが強い業界なので、認証されていること
が採用活動のプラスになるのではないかと
期待しています

⃝まずは認証をめざすことで、社内に「が
んばろう」という機運が高まっていきまし
た。さらに認証されてからは、取組が認め
られた企業だという意識が社内に広がって
いき、より積極的な提案に臨む際の突破
口になっています

⃝あまり知名度のない企業でも認証される
ことで、学生本人はもちろん両親にとって
就活の安心や納得の指標にしてもらえるこ
とがメリットです。「女性活躍」の認証で
すが、最近は男子学生も入社の判断基準
にしている傾向があります

中小企業に積極的に活用することをおすすめしたい認証や登録をご紹介します。
対象や認証・登録までのステップといった詳細は、各実施機関のホームページを参照してください。

えるぼし認定 くるみん認定

大阪府「男女いきいき・元気宣言」事業者登録
大阪府「男女いきいきプラス」事業者認証

「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に
基づき、一般事業主行動計画を策定し届け出た事業主の
うち、女性の活躍推進に関する状況が優良な企業が、都道
府県労働局への申請により、厚生労働大臣の認定を受け
ることができる制度です。5つの評価項目「採用」「継続就
業」「労働時間などの働き方」「管理職比率」「多様なキャリ
アコース」のうち、基準を満たす項目数に応じて、認定が3
段階に分かれます。

厚生労働大臣による「子育てサポート企業」認定です。次
世代育成支援対策推進法に基づき、社員の仕事と子育て
の両立を図るための「一般事業主行動計画」を策定した企
業のうち、計画に定めた目標を達成し、一定の基準を満た
した企業が申請を行うことによって認定されます。認定さ
れた企業は「くるみんマーク」を表示して求職者や顧客へ
アピールをすることが可能です。2015年には、より高い水
準の取組を評価しつつ、継続的な取組を促進するための、
プラチナくるみん認定もスタートしました。

「男女いきいき・元気宣言」事業者登録制
度は、女性の能力活用やワーク・ライフ・バラ
ンスなど、職場における男女共同参画に向け
た取組を進める事業者を、大阪府が登録し
応援する制度です。対象は府内に事業所が
あり、2人以上の女性従業員（１人以上は正
社員）を雇用して（※例外あり）、男女がいき
いきと働くことができる取組を行っている
事業者です。①女性の能力活用、②男性の育
児参加支援、③仕事とプライベートの両立、
④男女がともに働きやすい職場づくり、この
4つのうちいずれかに取り組んでいることが

登録の要件となります。「男女いきいきプラ
ス」事業者認証制度は、「男女いきいき・元気
宣言」登録からのステップアップとして、さ
らなる女性活躍に向けて取り組む事業者を
認証する制度です。対象は「男女いきいき・
元気宣言」登録事業者で、女性活躍推進法に
基づく一般事業主行動計画の策定や、女性
の職業選択に資する情報の公表を行ってい
ること等が認証の要件となっています。さ
らに認証事業者の中から他の事業者の模範
となるような取組を行う事業者を「男女いき
いき」事業者として表彰します。

全国のえるぼし認定企業は660社（2018年7月末時
点）。	　一般事業主行動計画の策定・認定などに関す
るお問い合わせは、大阪労働局雇用環境・均等部へ。

くるみん認定企業は2878社、プラチナくるみん認定企
業は195社（いずれも2018年3月末時点）。　	行動計
画の策定・届出や認定については大阪労働局雇用環
境・均等部へ。

<登録>応募用紙及び取組状況調
査票の提出後、審査。<認証>申請
書及び添付書類（女性活躍推進
法に基づく一般事業主行動計画
策定・変更届の写し等）を提出後、
審査。　	大阪府府民文化部男女
参画・府民協働課男女共同参画グ
ループ06-6210-9321　
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女性が働きやすい職場環境整備・雇用支援のためのサポート情報 

女性が働きやすい環境づくりへの支援制度等の相談

雇用主のための労働相談

各種助成金の活用方法

労使トラブル防止に関する相談

就業規則（育休制度等）変更・作成等の相談

働き方改革に関する相談

融資に関する案内・ご相談

企業主導型保育事業についての相談

● 大阪労働局助成金センター
 https://jsite.mhlw.go.jp/osaka-hellowork/list/umeda/madoguchi_goannai/jigyoc.html
 住所：〒540-0028　大阪市中央区常盤町1-3-8中央大通ＦＮビル9階
 電話：06-7669-8900（雇用助成金窓口）　ご利用時間：月曜～金曜日　8：30～17：15（土・日・祝休日、年末年始は休み）

● 大阪府総合労働事務所
 http://www.pref.osaka.lg.jp/sogorodo/
 住所：〒540-0033　大阪市中央区石町2-5-3　エル・おおさか南館3階
 電話：06-6946-2600（相談専用）、06-6946-2601（セクハラ相談専用）　FAX：06-6946-2635
 ご利用時間：月曜～金曜日9：00-17：45（土・日・祝休日、年末年始は休み）

● 大阪労働局雇用環境・均等部
 https://jsite.mhlw.go.jp/osaka-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/koyou_kintou
 住所：〒540-8527　大阪市中央区大手前4-1-67　大阪合同庁舎第2号館8階
 電話：06-6941-8940　FAX：06-6949-6486　ご利用時間：月曜～金曜日　8：30～17：15（土・日・祝休日、年末年始は休み）

● 大阪働き方改革推進支援・賃金相談センター
 http://partner.lec-jp.com/ti/hataraki-oosaka/
 住所：〒530-0013　大阪市北区茶屋町1-27　ABC-MARTビル５Ｆ㈱東京リーガルマインド（LEC）梅田駅前本校内　
 電話：0120-791-149　メール：osaka-hatarakikata@lec-jp.com　ご利用時間：月曜～金曜日　9：00～17：00（土・日・祝休日、年末年始は休み）

● OSAKAしごとフィールド　中小企業人材支援センター（大阪働き方改革支援センター）
 http://business.shigotofield.jp/
 住所：〒540-0031　大阪市中央区北浜東3-14　エル・おおさか　本館3階
 電話：06-6910-3765 　メール：kigyou@shigotofield.jp　ご利用時間：月曜～金曜日9：30-18：30（土・日・祝休日、年末年始は休み）

● 日本政策金融公庫
 https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/hatarakikata_m.html
 大阪支店 国民生活事業 06-6315-0301　　中小企業営一事業 06-6314-7615　　中小企業営二事業 06-6314-7810
 大阪西支店 国民生活事業 06-6538-1401　　中小企業事業 06-4390-0366
 阿倍野支店 国民生活事業 06-6621-1441　　中小企業事業 06-6623-2160
 玉出支店 国民生活事業 06-6659-1261
 十三支店 国民生活事業 06-6305-1631
 大阪南支店 国民生活事業 06-6211-7507

● OSAKAしごとフィールド　企業主導型保育事業　相談窓口
 http://business.shigotofield.jp/nursing/
 住所：〒540-0031　大阪市中央区北浜東3-14　エル・おおさか　本館3階
 電話：06-6232-8580（企業主導型保育事業相談窓口　直通番号）
 ご利用時間：月曜～金曜日9：30-17：30（土・日・祝休日、年末年始は休み）

● 大阪働き方改革推進支援・賃金相談センター
 http://partner.lec-jp.com/ti/hataraki-oosaka/
 住所：〒530-0013　大阪市北区茶屋町1-27　ABC-MARTビル５Ｆ㈱東京リーガルマインド（LEC）梅田駅前本校内　
 電話：0120-791-149　メール：osaka-hatarakikata@lec-jp.com　ご利用時間：月曜～金曜日　9：00～17：00（土・日・祝休日、年末年始は休み）
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